
 
 

 

 

  
 

つながり X‐HairStyles : 直感的なヘアスタイル発見支援システム 
 

ダワースレン エンクバト†1  岩淵志学†2  益子宗†2  田中二郎†3 
 

本研究は，好みのヘアスタイルについて言語的なクエリや明確なイメージを持っていないユーザが直感的なインタラ
クションのみで好みのヘアスタイルを発見できるシステムを開発した．インターネット上のヘアサロンサイトでヘア
スタイルを検索する際の従来の検索システムだと，キーワード主体のものがほとんどで上に述べたようなユーザが使

いづらいという問題があった．そこでこの問題に対処するために我々は，ユーザの“直感による選択”を非言語的ク
エリと捉え，ユーザが選んだヘアスタイルを入力として，それらの関連を調べ，そしてユーザにわかりやすく提示す
ることで，ユーザのヘアスタイルに関する理解を促すシステムを開発した．これにより，ヘアスタイルに詳しくない

ユーザでも自分好みのヘアスタイルについて言語的に理解しながら，目的のヘアスタイルを見つけることができる． 
 

TsunagariX - HairStyles : Intuitive Hairstyle Exploring System 
 

ENKHBAT DAVAASUREN†1 SHIGAKU IWABUCHI†2 
SOH MASUKO†2 JIRO TANAKA†3 

 
We proposed a system, that users do not have a clear image and linguistic queries about the hairstyle, can explore favorite 
hairstyle with few intuitive interactions. The conventional online searching systems for hairstyles are mostly keyword-based 
searching systems, thus make difficult to use those systems when user has no particular query, or no knowledge about hairstyle. 
To address this problem, we consider the user’s intuitive selections of hairstyle as a non-verbal query in our system. When user 
selects multiple hairstyles, our system shows the relations between the hairstyles and name of those relations graphically. By 
using our system, the user can realize own favorite hairstyle types specifically, and can find right hairstyle. 

 
 

1. はじめに   

 IT技術の進歩により世界中がインターネットという 1つ
のネットワークにつながり，誰もがそこに情報を載せたり，

情報にアクセスしたりすることが可能になった．そして，

インターネット上で扱う情報の種類も多様にわたり，人々

が世界中の様々な情報にアクセス可能になっただけではな

く，インターネットを通じて買い物したり[a]，チケットを

購入したり，病院や美容室[b][c][d]を予約したするなど日常

生活に必要なサービスを手軽に得られるようになっている． 
 しかし，一方で情報の多様性に伴い，我々の選択肢が依

然より増え，その中から自分の好みのものをいかに効率的

に探し出せるかが大きな課題となっている． 
 そして，今まで情報を探すためにツールとしてキーワー

ドを入力するとそれに関連する情報を提示してくれるキー

ワード主体の検索システムが多く開発されてきたが，明確

なキーワードを持ってない曖昧な検査の際にこれらのシス

テムが有効といえなかった．その一つの例は，本研究の題

材である“ヘアスタイル検索”である． 
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 現在，インターネット上でヘアスタイル検索できる多く

のサイトが存在するが，そのほとんどがキーワード主体の

検索システムであり，ヘアスタイルに詳しくないユーザに

不向きである．また検索結果が大量であり，ユーザがその

中から更に探さなければならなかった．システムによって

ランキングしてくれる場合があるが，キーワードの意味が

分からないユーザにとって有効ではなかった（図 1）． 
 

 

図 1 従来のヘアスタイル検索システムの問題点 
Figure 1  Problems of traditional hairstyle search systems 

 
 そこで我々は，ヘアスタイルについて詳しくない，ある

いは明確なクエリを持っていないユーザがアスタイルを発

見できるシステムを開発することを本研究の目的とする． 
 そしてアプローチとして，人間は文章より画像のほうが

圧倒的に速く情報を取得きるため，ヘアスタイルを画像で

検索するシステムを開発する．そしてクエリとして“直感

の選択”を用いる．人間は直感による選択は回数が多いほ

ど高確率で正しいものを選択する[e]と言われており，検索
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reversal, PNAS’12, pp. 9659-9664, 2012. 
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対象がヘアスタイルのような好みが重視されるもの場合に

おいて“直感”は重要な要素だと我々が考えた． 
 具体的にこのシステムでは，ユーザによって選択された

複数のヘアスタイルを入力とし，それらヘアスタイルが持

つ属性を出力としてユーザにわかりやすく提示することで，

ユーザに好みのヘアスタイルの属性に関する言語的理解を

促す．そしてユーザが，更に直感と新しく習得した属性を

頼りに検索を続けることで，最終的に好みのヘアスタイル

にたどり着くことができる． 

2. 提案システム：つながり X‐Hairstyles 

2.1 システム概要 

 本システムでは，好みのヘアスタイルに関する明確な属

性（例：ナチュラル，ロング，ミディアム，ブラウン…）

を理解していないユーザがシステムを利用するうちに好み

のヘアスタイルの属性を言語的に理解し，最終的に目的の

ヘアスタイルにたどり着くことができる（図 2）． 
 

 
図 2 つながり X－HairStyles 

Figure 2 TsunagariX – HairStyles 
 
2.2 利用シナリオ 

 ある A さん（女性）が数日後に同僚の結婚式に参加する

ことになっていた．しかし，彼女はヘアスタイルについて

あまり詳しくなく，自分の好みについては大まかなイメー

ジしか持っていなかったためパーティに行くときのヘアス

タイルがなかなか決められずにいた．そして，ヘアスタイ

ルについてインターネットで調べ見ると様々な種類があり，

その一つひとつについて調べるのがとても大変だった．す

ぐ相談できるスタイリストさんも近くにはいなかった． 
 そこで彼女が“つながり X－ヘアスタイル”というシス

テムを利用してみた．彼女は，自分の中の大まかなイメー

ジに従って，直感的に気になったヘアスタイルをドラッグ

して選んだり，違うと思ったヘアスタイルを戻したりした

だけでシステムが，彼女の好みのヘアスタイルの種類（例：

“ボブ”長さで“アッシュ”色の“ナチュラル”なヘアス

タイル）をわかりやすく提示してくれた．彼女がヘアスタ

イルについて知識を深め，自分の好みのヘアスタイルを理

解することができた．そしてそれをもとにヘアスタイルを

更に絞り込んでいき，最終的に思い通りのヘアスタイルを

見つけて，インターネットで素早くサロンを予約できた． 

2.3 GUI 

 本システムの GUI は主に“ギャラリー領域”，“つながり

領域”，“絞り込み領域”の 3 つから成り立っている（図 3）．
以下に詳しい説明を記す． 
 

 
図 3 GUI 

Figure 3 GUI 
 
(1) ギャラリー領域 

 この領域には画面左側に位置しており，ヘアスタイルの

ギャラリーが表示される（図 3 - A）．ユーザがこの領域か

らヘアスタイルを選択したり，選択していたヘアスタイル

をこの領域に戻したりしてインタラクションを行う．また，

選択された条件によってヘアスタイルが絞り込まれ，その

結果がこの領域で反映される． 
(2) つながり領域 

 この領域は画面中央に位置しており，ユーザが自分の好

みのヘアスタイルを理解するための領域である（図 3 - B）．
この領域では，ユーザが直感的に選択したヘアスタイルに

含まれる属性やつながりを視覚的，かつ言語的にわかりや

すく把握することができる．属性が円で表現されており，

その強さによって大きく表示される（図 4 - A, B）．また，

属性を選択することでその属性で絞り込むことができる．

選択されている属性（図 4 - A）がその他の属性（図 4 - B）
より目立って表示され，それに関連するヘアスタイル（図 4 
- C）もその他のヘアスタイル（図 4 - D）より目立って表

示されるため一目で把握できる．ヘアスタイルと属性のつ

ながりが直線で表示される． 

 
図 4 つながり領域 

Figure 4 Relation space 
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(3) 絞り込み領域 

 この領域は画面右側に位置してあり（図 3 - C），現在の

絞り込みの条件が色と共に言語的に表示される．例えば，

“ナチュラル”と“ブラウン”という 2 つの条件が選択さ

れている様子を図 5 で示している．選択した条件によって

“ギャラリー領域”内のヘアスタイルを絞り込むことがで

き，次々と気になるヘアスタイルを発見しやすくなる． 
 

 

図 5 絞り込み領域 
Figure 5 Condition space 

 
2.4 インタラクション 

2.4.1  ヘアスタイルの選択 
 ユーザが“ギャラリー領域”からヘアスタイルをドラッ

グし，“つながり領域”の上にドロップすることでヘアスタ

イルを選択することでできる（図 6）．選択されたヘアスタ

イルはドロップされた位置に配置される． 
 

 

図 6 ヘアスタイルの選択 
Figure 6 Selection of hairstyle 

 
2.4.2 ヘアスタイルの除外 
 ユーザが選択したヘアスタイルを“つながり領域”から

“ギャラリー領域”にドラッグ＆ドロップすることで選択

から除外ことができる（図 7）．外されたヘアスタイルは“ギ

ャラリー領域”の一番下に配置される． 
 

 
図 7 ヘアスタイルの除外 

Figure 7 Removal of hairstyle 

2.4.3 絞り込み 
 ユーザが“つながり領域”内に提示された属性をクリッ

クすることでその属性で絞り込むことができる（図 8 - B）．
複数の属性を選択することで複数の条件で絞ることができ

る．その結果がギャラリー領域に反映される（図 8 - A）． 
 

 
図 8 絞り込み 

Figure 8 Refining 
 

3. 実装 

 本システムはOSやプラットフォームに依存しないWEB
アプリとしてHTMLと JavaScript，PHPを用いて開発した．

そして，ドラッグ＆ドロップやタッチ操作を可能にするた

めに jQuery UI 及び jQuery UI Touch Punch を利用した．ま

た，ヘアスタイル同士の関連を可視化するために D3.js を
用いている．以下に実装について詳しく説明する． 
3.1 システム構成 

 本システムのシステム構成を以下の図で表す（図 9）．ユ
ーザはブラウザを通して本システムを利用する．システム

はPHPによってMySQLデータベースを取得して JavaScript
で利用しやすいように JSON 形式に変換している．そして，

HTML と JavaScript を用いてシステムを実行する． 
 

 
図 9 システム構成 

Figure 9 Setup 
 

3.2 扱うデータ 

 本システムでは，楽天株式会社の楽天サロンのヘアスタ

イル情報を利用している．各ヘアスタイルは画像情報と別

に 16 種類の関連データを持っているが，本システムではそ

の中からヘアスタイルに最も重要な 5 種類の関連データを

扱う．それらのデータに関する説明とそれぞれが持つ属性

の数を以下の表にまとめた（表 1）．属性の数は合計で 46
個である． 
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表 1 データセット 
Table 1 Dataset 

データ 属性数 説明 

Taste 9 テイスト，イメージ 

Haircut 12 髪型 

Style 6 スタイル 

Length 9 髪の長さ 

Color 10 髪の色 

 
 そしてこれらのデータの中では Length と Colorは各ヘア

スタイルに 1 つの値を持っており，ほかの 3 つのデータは

1 つのヘアスタイルに対して複数の値を持つことができる．

例えば，あるヘアスタイルが Taste(ナチュラル，フェミニ

ン)，Haircut(エアリー，ストレート)，Style(ダウン，編み込

み)，Length(ミディアム)，Color(ブラウン)といった情報を

持つことができる． 
3.3 ドラッグ＆ドロップ 

 本システムでは，ヘアスタイルの選択や除外の作成など

に直感的な手段としてドラッグ＆ドロップを採用している．

オブジェクトをブラウザ上でドラッグする際に jQuery の

以下のメソッドで実現する． 
$(“オブジェクト名”).draggable(); 

 そして，本研究では“ギャラリー領域”内の各ヘアスタ

イルを“<ul>”リストエレメントの“<li>”アイテムエレ

メントとして扱っており，各“<li>”エレメントに上に記

したメソッドを用いてドラッグ可能にしている．そして，

ヘアスタイルが選択されるとき“<li>”エレメント内の画

像情報を新規の“<div>”エレメント内に格納して，“つな

がり領域”の子エレメントとして作り直している．ヘアス

タイル除外の場合は逆の操作を行っている． 
 一方で，領域をドロップ可能にする際のメソッドとして， 

$(“領域名”).droppable(); 
が用意されており，各領域に適用してドロップ可能にして

いる．その際に，droppable()メソッドに変数を指定するこ

とで，各領域の受付可能なエレメントを指定している．  
3.4 属性の強さの計算 

 本システムでは JavaScript を用いて選択されたヘアスタ

イルが含む属性の強さを計算している．属性はヘアスタイ

ルが持つ各データの中のどの値が選択されたヘアスタイル

全体の中でいくつ含まれているかによって強さが決まる．

例えば，3 つのヘアスタイルが選択され， Color データの

値がそれぞれブラウン，アッシュ，ブラウンだった場合，

ブラウンという属性が 2 ポイントとアッシュという属性が

1 ポイントということになる． 
 ユーザがヘアスタイルを選択，あるいは除外するたびに

システム内で選択されたヘアスタイルの各属性のポイント

を計算しなおしている． 

3.5 表示 

 本システムでは JavaScript で SVG エレメントを Html 内
に動的に作成，編集を行うことで描画している． 
属性 

 本システムではヘアスタイルの各属性を”つながり領域”

上に SVG の circle メソッドを用いて円で描画している．円

の大きさは各属性それぞれの強さ数に比例している．円の

色はデータの種類ごとに色分けされており，強さが大きい

ほどはっきりとした色になるように各属性の強さによって

透明度が設定されている．属性の名前も円の大きさに沿っ

てフォントの大きさ決まる． 
 また，属性の配置は強い属性ほど画面中心に近くて，す

べての属性がお互いに重ならないように設定している． 
 このような円の大きさや座標値を各属性の強さデータが

代入されている配列を D3.js の d3.layout.pack()を用いて計

算している． 
つながり 

 選択されたヘアスタイルと属性のつながりを SVGの line
メソッドを用いて直線で描画している．線の色や透明度は

属性を表す円に従っている． 
 ヘアスタイルの選択や除外の瞬間に各属性の座標と選択

されたヘアスタイルの座標を基に直線を描画している．ま

た，ユーザがヘアスタイルをドラッグしている間もつなが

りが常に見えるようにマウスの座標値に沿って線が動くよ

うにアニメーション処理を行っている． 
絞り込み 

 絞り込みの際に現在選択されている“属性”とその属性

を持つ“ヘアスタイル”，それらを結ぶ“つながり”をユー

ザにわかりやすいように強調して描画する． 
 属性の強調は属性を表す円の輪郭の太さを“2”から

“15”にし，輪郭の色を“白”から“赤”に変更して

いる．また，ほかの属性より識別しやすいように円の

大きさが 10%変動するアニメーションを加えている． 
 つながりの強調は属性が選択されたとき，属性から出

ている全ての“つながり”線の太さを“2”から“10”
に健康する． 

 ヘアスタイルの強調は選択された属性に繋がってい

るヘアスタイルを強調するために繋がっていないほ

かのヘアスタイルを小さくし，半透明にしている． 
3.6 タッチインタフェースへの対応 

 本システムは PC での利用を前提でマウスによる操作を

想定して開発した．しかし，近年タッチ操作が可能なタブ

レット端末がインターネット閲覧デバイスとして普及して

いることを考慮し，jQuery UI Touch Punch ライブラリを用

いることでタッチ操作もサポートしている．これによりマ

ウスによる操作とタッチ操作において変わらない操作性を

実現している． 
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4. 関連研究 

 本研究の先行研究として韮澤らによる“つながり

Explorer”[1]，城崎らによる“つながりテーブル”[2]など

がある．これらの研究ではユーザが購入した電子書籍，あ

るいは実際の本同士のつながりに応じて関連する新しい書

籍をユーザの提案するレコメンドシステムである．本研究

は，これらで得られた知見を基に商品同士のつながりから

新しい上品を発見していく要素にユーザによる直感的な選

択を加えることで直感的な検索システムを提案している． 
 非言語的クエリによる検索という分野で，実物のオブジ

ェクトを使ってユーザが持っている大まかなイメージで画

像を検索できるシステム[3]がある．また，食材をクエリと

してレシピを検索できる“GraphicalRecipes”[4]というシス

テムがある．これらのシステムはユーザがクエリを知って

いる，あるいは自作できることを前提にしていることに対

して，本研究ではユーザがシステムによって提示される画

像を直感的に選択するだけで検索できるため，クエリに関

する知識を要しないというメリットがある．  
 そして，山本ら[5]がユーザの主観的評価と対話的なイン

タフェースでユーザのイメージを反映したロゴデザイン作

成を支援するシステムを開発した．本研究が既存の情報の

中からユーザの好み（イメージ）に合ったものを検索でき

るところが異なる． 
 その他に，関連情報を視覚的に表示させながら検索を行

うことができるシステムがいくつか存在している

[6][7][8][9][10]．しかし，これらのシステムもキーワードを

基に関連キーワード情報を視覚的に提示するシステムであ

り，キーワードを理解していないユーザに有効ではない．

本研究では，ユーザの選択に含まれる関連（キーワード）

を評価して提示し，ユーザの興味と関連を結び付けること

でより直観的な検索が可能． 

5. おわりに 

 本研究では自分のヘアスタイルの好みを明確に理解して

いない，かつヘアスタイルの種類について詳しくないユー

ザが簡単なインタラクションによって好みのヘアスタイル

について言語的に理解していき，最終的にヘアスタイルを

決め，サロンの予約まで行えるシステムを提案し，開発を

行った． 
 著者のようなヘアスタイルに詳しくないユーザでも本シ

ステムを利用して，自分が直感的に選択したヘアスタイル

の属性とつながりを視覚的，かつ言語的に見ることで好み

のヘアスタイルをより理解できることが分かった． 
 問題点としては，選択されたヘアスタイルの位置関係を

あまり活かしていないことである．今後の課題として，ヘ

アスタイル間の関連性を計算するアルゴリズムを実装し，

関連性が高いヘアスタイル同士が引き寄せられるような引

力モデルを導入してみたいと考えている．あるいは，ヘア

スタイル同士を近づけたり，遠ざけたりするなどの動作を

インタラクションの要素とした新たなインタフェースを検

討してみたいと思っている．  
 そして本研究では“ヘアスタイル検索”を題材にシステ

ムを開発したが，ヘアスタイルだけではなく，従来のキー

ワード主体の検索インタフェースでは困難だったファッシ

ョンやデザインなど視覚的情報が重視される検索にも使え

ると考えている．今後の発展として，現在のシステムをシ

ョッピングにおけるファッション情報も扱えるようにし，

より直観的な買い物ができるシステムを開発したいと考え

ている． 
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